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第38回例会 №384月20日㈮

　皆さんこんにちは
　本日の例会は、橋詰会長、本山直
前会長ともに都合が悪く前々会長の
私に回ってきました。代わってご挨
拶申し上げます。

　先週の例会は当クラブの観桜会でした。今年は、
桜の開花が全国的に大変早く、ここ高田公園にお
いても例年より１週間早く咲き始めました。咲き
始めは早くても開花時期が長ければよいのですが
早く咲けば、散るのも早いということで中々思う
ようになりません。私事ですが、来週 23 日から
26 日まで東北地方の桜を見て回りたいと思って
います。福島県の三春の滝桜、花見山公園、仙台
市の青葉城公園、岩手県の北上展勝地、盛岡の石
割桜、NHKの朝ドラになった小岩井農場の一本
桜そして最後は秋田県角館の枝垂れ桜と開花時期
を調べ回る予定にしています。ここ 15 年毎年訪
れていますが今年はたぶん何処も、散ってしまっ
ているのではないかと思っています。
　さて、橋詰年度も残すところ２ヶ月余り、第四
コーナに差し掛かると言うところですがロータ
リーの第４コーナは当年度事業と次年度の準備で
大変忙しい時期になります。また、地区では先月
末 PETS も終わり、川瀬年度の行事がスタート

しました。併せて、大谷年度の第１回スタッフ会
議が先月末３月 31 日行われ、こちらも、いよい
よ準備開始となりました。その様なことで大変忙
しい時期になりますが皆様の、ご協力よろしくお
願い申し上げます。
　本日の卓話は、上越教育大学副学長の小埜先生
から、ご講話を頂きます。

出席率　98.15％

髙坂光一君（４/19 越後春日山RC）

入会式
木村　隆君（新潟日報社　上越支社長）

親睦委員会―４月の会員お誕生日各お祝い
社 会奉仕委員会―４/30 上越市みどりのフェス
ティバル参加のご案内

直々前会長挨拶直々前会長挨拶 水上　喜芳水上　喜芳

出 席 報 告

メイクアップ

セ レ モ ニ ー

委 員 会 報 告
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卓 話

配布物：週報№ 36・37
回　覧： 上越市みどりのフェスティバルチラシ（社

会奉仕委員会）
報　告： 本日の卓話取材について（上越タイムス

社）

　本日は、上越教育大学副学長の小
埜裕二様より、郷土の作家小川未明
に関する研究と顕彰の活動状況と今

後の取り組みについて卓話をいただきました。
　近年、日本の有数の大学で未明研究が行われて
いること、またその研究成果が小川未明文学館の
秋の文学館講座で紹介されること等のお話があり
ました。また近隣小学校の生徒のために作成され
た小川未明クイズの披露もありました。

　今年の課題として、未明フェスティバル（11
月 23 日）の企画を任せられていること、その催
しにおいて未明童話の朗読やフラメンコの創作舞
踏、新作合唱曲の披露、読書感想文コンクール表
彰式、未明新作グッズの披露を計画していること
などのお話もありました。
　地域と密に連携しながら今後も顕彰活動を続け
ていきたいとのことでした。

小川未明の研究と顕彰活動について
国立大学法人上越教育大学　副学長　小埜　裕二 様

回 日 講演者：演題 会　　場

－ ５月４日 法定祝祭日：休会日 －

40 ５月11日 会員卓話　未定 デュオ・セレッソ

41 ５月18日 卓話　高田ローターアクトクラブ
会長　細野　春貴君 デュオ・セレッソ

42 ５月25日 クラブ協議会　地区研修・協議会報告 デュオ・セレッソ

５月例会プログラム幹 事 報 告


